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プロ選手との夢の対決！
（８月８日　ヴィクトリーナ姫路バレーボール教室 in 太子町）

9
「新しい認知症観」に沿った町の取組
災害情報を取得しましょう
国勢調査の回答をお願いします
手話で話せる社会をめざして
第65回町民スポーツ大会の開催
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「
新
し
い
認
知
症
観
」
と
は
、「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
も
、
一
人
一
人
が
個
人
と
し
て
で
き
る
こ

　
「
新
し
い
認
知
症
観
」
と
は
、「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
も
、
一
人
一
人
が
個
人
と
し
て
で
き
る
こ

と
や
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
仲
間
な
ど
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
希
望
を
も
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

と
や
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
仲
間
な
ど
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、
希
望
を
も
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

考
え
方
の
こ
と
で
す
。

考
え
方
の
こ
と
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
「
新
し
い
認
知
症
観
」
に
沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
「
新
し
い
認
知
症
観
」
に
沿
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
理
解
を
も
っ
て
、
地
域
や
職
域

と
理
解
を
も
っ
て
、
地
域
や
職
域

で
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に

で
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に

対
し
、
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を

対
し
、
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を

行
う
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

行
う
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

講
座
を
、
町
内
の
小
中
学
生
や
地

講
座
を
、
町
内
の
小
中
学
生
や
地

域
住
民
、
企
業
、
団
体
な
ど
を
対

域
住
民
、
企
業
、
団
体
な
ど
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー

タ
ー
の
数
は
令
和
７
年
３
月
末
時

タ
ー
の
数
は
令
和
７
年
３
月
末
時

点
で
７
，
４
４
０
人
で
す
。

点
で
７
，
４
４
０
人
で
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
新
し
い
教

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
新
し
い
教

材
と
し
て
「
認
知
症
を
学
び
み
ん

材
と
し
て
「
認
知
症
を
学
び
み
ん

な
で
考
え
る
」
を
使
用
し
、「
新

な
で
考
え
る
」
を
使
用
し
、「
新

し
い
認
知
症
観
」
の
普
及
を
推
進

し
い
認
知
症
観
」
の
普
及
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
「
認
知
症
の
日
」（
９

月
21
日
）
に
合
わ
せ
、
庁
舎
北
側

を
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
と
同
じ
オ
レ
ン
ジ
色
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

●
期
間

　

９
月
17
日
水
～
21
日
日

　

日
没
～
21
時

●
場
所　

庁
舎
北
側

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
（
オ
レ
ン
ジ

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
）
の
提
供

　

認
知
症
の
進
行
状
況
に
応
じ
た

相
談
窓
口
や
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
を
ま
と
め
た
、
認
知
症

ケ
ア
パ
ス
（
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
）
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
予
防
に
関
す
る

　
　
　

   

教
室
・
講
座
の
実
施

　

町
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、

出
前
講
座
「
認
知
症
に
な
ら
な
い

た
め
に
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
Ｍ
Ｃ
Ｉ

（
軽
度
認
知
障
害
）
の
早
期
発
見

に
つ
な
が
る
取
組
と
し
て
、
脳
体

力
ト
レ
ー
ナ
ー
Ｃ
ｏ
ｇ
Ｅ
ｖ
ｏ

（
コ
グ
エ
ボ
）
に
よ
る
認
知
機
能

測
定
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
測

定
後
に
は
、脳
体
力
（
認
知
機
能
）

と
生
活
習
慣
に
関
す
る
結
果
表

を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

◎
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
は

　

認
知
症
の
前
段
階
に
あ
た
る
状

態
で
、
認
知
機
能
や
記
憶
力
に
若

干
の
衰
え
が
あ
る
も
の
の
、
日
常

生
活
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
の
な
い

状
態
の
こ
と
。

　

放
置
す
る
と
認
知
症
へ
移
行
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
早
期

発
見
や
適
切
な
対
応
で
、
進
行
の

抑
制
が
期
待
で
き
ま
す
。

　　

　　
オ
レ
ン
ジ
広
場

オ
レ
ン
ジ
広
場

　

オ
レ
ン
ジ
広
場
は
、
認
知
症
の

　

オ
レ
ン
ジ
広
場
は
、
認
知
症
の

本
人
や
そ
の
家
族
な
ど
が
集
い
、

本
人
や
そ
の
家
族
な
ど
が
集
い
、

創
作
活
動
を
通
じ
て
交
流
を
し
た

創
作
活
動
を
通
じ
て
交
流
を
し
た

り
、
自
ら
の
体
験
や
希
望
な
ど
を

り
、
自
ら
の
体
験
や
希
望
な
ど
を

一
緒
に
語
り
合
う
場
で
す
。

一
緒
に
語
り
合
う
場
で
す
。

　　
「
集
っ
て
楽
し
い
！
」
と
思
っ
て

「
集
っ
て
楽
し
い
！
」
と
思
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

も
ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

本
人
だ
か
ら
こ
そ
の
気
付
き
や
意
見

本
人
だ
か
ら
こ
そ
の
気
付
き
や
意
見

を
本
人
同
士
で
語
り
合
い
、
そ
れ
ら

を
本
人
同
士
で
語
り
合
い
、
そ
れ
ら

を
地
域
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
集
ま

を
地
域
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
集
ま

り
で
も
あ
り
ま
す
。
月
２
回
、
南
総

り
で
も
あ
り
ま
す
。
月
２
回
、
南
総

合
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

合
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
　
　
　

   （
認
知
症
カ
フ
ェ
）

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
や

障
害
の
有
無
、
年
齢
や
性
別
、
職

業
な
ど
に
関
係
な
く
、
全
て
の
人

が
水
平
に
関
わ
り
合
い
、
対
話
が

で
き
る
場
所
で
す
。

◎
カ
フ
ェ
お
と

●
場
所　

　

Café

お
と（
東
保
１
２
９
‐
３
）　

●
日
時
（
８
月
・
１
月
は
実
施
な

　

し
）

　

奇
数
月
第
２
金
曜
日

　

10
時
～
11
時
30
分	

　

偶
数
月
第
２
土
曜
日

　

14
時
～
15
時
30
分

●
内
容　

　

ミ
ニ
講
座
、
く
つ
ろ
ぎ
カ
フ
ェ

●
参
加
費

　

２
０
０
円
（
飲
料
・
茶
菓
子
代
）

◎
た
い
し
認
知
症
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

●
場
所　

斑
鳩
公
民
館
な
ど　

●
日
時

　

毎
月
第
２
火
曜
日

　

10
時
～
11
時
30
分

●
内
容　

　

本
や
資
料
で
の
勉
強
会
と
楽
し

　

い
カ
フ
ェ
タ
イ
ム

●
参
加
費

　

２
０
０
円
（
資
料
・
茶
菓
子
代
）

◎
ひ
ま
わ
り

●
場
所　

　

社
会
福
祉
法
人
太
子
福
祉
会 

　

太
子
の
郷（
太
田
２
３
１
‐
１
）　

●
日
時

　

９
月
28
日
日
10
時
～
11
時
30
分

　

※
不
定
期
開
催

●
内
容　

　

音
楽
療
法
、
く
つ
ろ
ぎ
カ
フ
ェ

　

な
ど

●
参
加
費

　

１
０
０
円
（
喫
茶
代
）

も
の
忘
れ
相
談

　

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
、
認
知

症
が
心
配
で
も
病
院
に
行
く
の
は

抵
抗
が
あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
、

臨
床
心
理
士
が
検
査
・
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
（
月
１
回
、
要
予

約
）。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業

　

認
知
症
の
早
期
発
見
・
対
応
の

た
め
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
、

太
子
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
集
中

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　

太
子
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
を
配
置
し
、
地
域
に
お
け
る
認

知
症
の
人
の
医
療
・
介
護
な
ど
の

支
援
体
制
の
整
備
や
各
種
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
偶
数
月
の
広
報
た
い
し

に
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
だ

よ
り
」
を
掲
載
し
、
認
知
症
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

　

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
活
動
チ
ー
ム
で

す
。

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
オ

レ
ン
ジ
広
場
や
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

へ
の
参
加
、
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会

で
の
啓
発
、
地
域
で
の
傾
聴
や
見

守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
で
の
活
動
を

希
望
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

人
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

  

認
知
症
へ
の
理
解
や

　
　
　
　  

予
防
の
促
進

９月は「認知症月間」です９月は「認知症月間」です

「
新
し
い
認
知
症
観
」

「
新
し
い
認
知
症
観
」
に
沿
っ
た
町
の
取
組

に
沿
っ
た
町
の
取
組

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　

高
年
介
護
課　

　

高
年
介
護
課　

  

☎
２
７
６
‐
６
６
３
９

☎
２
７
６
‐
６
６
３
９

９月は「認知症月間」です

▲町ホームページ
太子町オレンジラ
イフサポート（認

知症ケアパス）

▶C o g E v oに
よる測定の
様子
ゲーム 感 覚
で楽しく自分
の状態を把
握すること
ができます

  

認
知
症
の
人
や
家
族
の
　

　
　  

参
加
機
会
の
確
保

▲語り合い

▲認知機能活動（料理）▲脳活性活動
（筆あそび）

▲脳活性活動
（レクリビティ）

▲脳活性活動
（歌声サロン）

▲ 5 月に開設した
カフェおと

▲開催日にはのぼりを立てて
お待ちしています

  

医
療
と
介
護
が

  

連
携
し
た
認
知
症
ケ
ア

▲講演会での啓発活動▲太子あすかふるさとまつりでの普及活動
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高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
『
た
い
し
ひ
ま
わ
り

（
日
廻
り
）隊
』

　

高
齢
者
な
ど
と
接
す
る
機
会
の

多
い
事
業
所
と
町
が
連
携
し
、
対
象

者
の
異
変
に
気
付
い
た
と
き
は
相
互

に
連
絡
を
取
り
合
い
、
介
護
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
現
在
、
１
０
５
事

業
所
と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
情
報
伝
達
訓
練
な
ど

を
実
施
し
、
行
方
不
明
者
の
発
生

な
ど
有
事
に
備
え
た
地
域
で
の
見

守
り
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

情
報
探
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
）機
能
に
よ
る
専
用
端
末
機

初
期
費
用
の
助
成

　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
道
迷
い
の

あ
る
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て
い

る
家
族
を
対
象
に
、
位
置
情
報
探

索
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
専
用
端

末
機
を
利
用
す
る
た
め
の
初
期
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

太
子
町
高
齢
者
等
徘は

い
か
い徊
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

認
知
症
な
ど
に
よ
る
道
迷
い
の

た
め
に
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
人
を
、
警
察
、
役
場
、
関
係
機
関

や
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
、
で

き
る
だ
け
早
く
発
見
す
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
事
前
登
録

を
し
て
お
く
こ
と
で
、
行
方
不
明

時
に
よ
り
速
や
か
に
捜
索
活
動
が

行
え
ま
す
。
登
録
方
法
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

太
子
町
あ
ん
し
ん
見
守
り

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
登
録
事
業

　

名
前
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
登

録
い
た
だ
く
と
、
登
録
番
号
の

入
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
お
渡
し

し
ま
す
。
こ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

日
頃
か
ら
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

緊
急
時
に
本
人
の
身
元
が
確
認
可

能
と
な
り
、
迅
速
に
家
族
へ
連
絡

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
人
（
施
設
な
ど
の

　

入
所
者
を
除
く
）

※
登
録
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
マ
ー
ク
名
札
・
希
望
を

か
な
え
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　

認
知
症
の
人
の
介
護
は
、
他
の

人
か
ら
見
る
と
介
護
を
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
介

護
者
が
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
周

囲
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
「
介

護
マ
ー
ク
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
人
が
日
常
生

活
で
困
っ
た
際
に
、
周
囲
の
理
解

や
支
援
の
希
望
を
か
な
え
る
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
希
望
者
に
無
料
で
配

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

太
子
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

太
子
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
い
つ
ま
で
も
「
自
分
ら

し
い
生
活
」
を
送
れ
る
よ
う
に
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
を
続
け

て
い
け
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

  
認
知
症
の
人
の
生
活
に

お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進

９月は「認知症月間」です９月は「認知症月間」です

認知症サポーターステップアップ講座の受講者募集
認知症の人やその家族を支援しませんか

　認知症サポーター養成講座を受講された人を対象に、認知症への理解をより深め、具体的な対応方法など
について学ぶ講座を開催します。

▶介護マークは
　首にぶらさげ
　るタイプと腕
　章タイプがあ

ります。　

▲希望をかなえる
ヘルプカード

  

最
後
に

問い合わせ
　高年介護課 ☎ 276-6639

災
害
情
報
を
取
得
し
ま
し
ょ
う

災
害
情
報
を
取
得
し
ま
し
ょ
う

　
近
年
、
日
本
各
地
で
台
風
に
よ
る
大
雨
・
暴
風
に
よ
る
被
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
に
つ
い
て
も
、「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
、
自
身
や
家
族
の
安
全

の
確
保
に
は
重
要
で
す
。

　
有
事
の
際
の
被
害
を
少
し
で
も
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
災
害
情
報
を
入

手
す
る
方
法
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課　

☎
２
７
７
‐
５
９
９
８

ハザードマップを確認しましょう

　ハザードマップとは、自分が住んでいる地域で台風や大雨、
地震、土砂災害が発生した際にどのような危険があるか、避難
所の場所などの情報を地図上に分かりやすく表示したもので
す。ハザードマップの情報は、災害リスクの把握や避難経路の
確認、非常持ち出し品の準備などの災害発生前においても重要
な情報が掲載されています。ハザードマップは、町ホームペー
ジで閲覧することができます。自身の地域にどのような災害の
恐れがあるかを確認しておきましょう。

▲ 町ホームページ
太子町防災

ハザードマップ

テレビやインターネットなどを活用しましょう

　災害についての情報収集は、テレビやインターネットなどが重要な役割を果
たします。どのような方法で情報を取得できるか事前に把握しておきましょう。
●テレビ（ＮＨＫ・サンテレビ）
　リモコンの「dボタン」を押すとテレビ画面で情報を確認できます。
●ラジオ
　NHK／ Kiss FM KOBE ／ラジオ関西
●緊急速報メール
　NTT ドコモ／ au ／ソフトバンク／楽天モバイルの「緊急速報メール」を用
いて、対象機種に対して、災害情報や避難情報を配信します。
●防災行政無線
　町内のスピーカーから避難情報などの緊急情報を放送します。放送内容は、
防災行政無線テレフォンサービス（☎ 280-5526）または町ホームページで確
認ができます。
●インターネット
　気象情報や防災に役立つ情報などを確認することができます。
◎気象庁ホームページ
　全国の気象情報をいち早く入手できます。

◎国土交通省防災情報提供センターホームページ
　国土交通省の防災情報を集約して、分かりやすく提供しています。

　ひょうご防災ネットは、町および兵庫県から気象情報や避難情報など、災害時の緊急情報や防災に関
するさまざまな情報をメールやアプリのプッシュ通知でお知らせするサービスです。いつ発生するか分
からない災害に備え、ぜひご登録ください。

●登録方法（メール）
① taishi@bousai.net に空メールを送信
②返信メール本文中のURL をクリックし、登録
③登録完了メールを受信
　右の二次元コードからも空メール
　を送信できます。

●登録方法（アプリ）
　スマートフォンの [Google Play]・[App Store] で
「ひょうご防災」と検索、または二次元コードからダ
ウンロードしてください。

ひょうご防災ネットにご登録ください
災害に備え登録を

▶メール登録用
二次元コード

▶気象庁
ホームページ

▶防災情報提供センター
ホームページ

●日　時
　９月 19日金 13時 30分～ 15時 30分
●場　所
　役場行政棟３階ホール
●対　象
　町内在住または在勤者で認知症サポーター養成講
　座を修了した人
●内　容
　「認知症ケアにおけるリフレーミング」　　　　

　 「リフレーミング」とは、ネガティブな思考をポジティブ
な思考に切り替えることです。認知症ケアにリフレーミン
グ思考を活用して、その人の可能性を発見しながら、新た
な支援の手立てを見つける技を手に入れましょう。

●講　師
　鍛冶 実さん（認定作業療法士）
●定　員
　20人（先着順）
●受講料
　無料
●申込方法
　窓口または電話申込
●申込期限
　９月 18日木
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問い合わせ
　社会福祉課    ☎ 277-1013

　 FAX 277-6031

89 令和７年（2025）９月号

　聴覚、言語機能、音声機能その他の障害のため意思疎通を図ることや、その他の日常生活を営むのに支障が
ある人など（以下「聴覚などに障害のある人」といいます。）とその他の人との意思疎通を支援するために、手話
通訳者または要約筆記者を派遣しています。
●派遣対象者（太子町内に居住する次の人）
　・ 聴覚などに障害のある人およびその家族などもしくは聴覚などに障害のある人で構成する団体
　・ 聴覚などに障害のある人に対する意思疎通の手段として手話通訳または要約筆記を必要とする個人もしくは団体
　・ 不特定多数の人が参加する催しを開催するときに、聴覚などに障害のある人の参加を見込む公共機関および
団体など（町では手話通訳者などの派遣に努め、対象の催しに係る広報などには「手話通訳あり」などと記載）

●申込方法
　派遣を希望する日の７日前まで（土日祝除く）に申請書を社会福祉課まで提出（原則無料）
●その他
　遠方や感染症下などにおいてもスマートフォンなどを用いて手話通訳を受けられる「遠隔手話通訳サービス」も
利用可能です。詳細はお問い合わせください。

　「和のまち太子の手話言語条例」には、その基本理念に基づき、町、町民、事業者の責務と役割として、次のよ
うに掲げています。

　今後も、手話は言語であるという認識のもと、関係団体や学校園などとも連携しながら、法律や条例などの主
旨に沿った各種施策の推進や情報の発信、意識啓発活動などに取り組み、手話で話せる環境づくりを進めて、誰
もが安心して生活できる地域社会をめざします。

▲はじめての
手話講座

～手話に関する各種施策を推進しています～

　町では、令和６年４月１日より「和のまち太子の手話言語条例」を施行し、手
話は手指の形や位置、体の動き、表情などを使って表す「目で見ることば」であ
り、独自の文法を持つ言語であるという認識のもと、手話を使用しやすい環境
づくりを推進しています。
　今月は、手話を必要とする人の意思疎通を行う権利が尊重され、誰もが安心
して生活できる共生社会の実現に向けて、町で実施している関連事業や施策な
どについて紹介します。

【和のまち太子の手話言語条例（抜粋）】　※令和６年３月 22 日に可決・公布

　（目的）
第 1 条　この条例は、手話が言語であるとの認識に基づき、手話の理解と

普及の促進を図るとともに、手話が使用しやすい環境を構築する等の施
策を総合的かつ計画的に推進することによって、ろう者とろう者以外の者
が共生する地域社会を実現することを目的とする。

　（基本理念）
第 2 条　手話が言語であること及びろう者が手話によりコミュニケーション

を図る権利を有していることを前提として、全ての町民が、相互に人格と
個性を尊重し合いながら共生し、安心して暮らすことのできる豊かな地域
社会をめざすことを基本理念とする。

ピックアップ①　人間の生き方講座

ピックアップ②　「手話言語の国際デー」関連イベント

【町の責務】
手話に対する町民の理解を促進し、
手話の普及を図り、手話が使用しや
すい環境にするため施策を実施する。

【町民の役割】
手話やろう者などについ
て理解を深め、町の施策
に協力するよう努める。

【事業者の役割】
手話やろう者などについて理解を深め、手話
を必要とする人が利用しやすいサービスの提
供、ろう者が働きやすい環境の整備に努める。

手と手で
      『手話＝言語』
　　　　          つながる

手話奉仕員養成講座（入門課程）　※募集は終了しています。

　聴覚に障害のある人との交流活動の促進などの支援
者として期待される、日常会話程度の手話表現技術を
有する手話奉仕員を養成する講座です。手話の基礎
を学習したい人から、意思疎通支援者をめざす人まで、
知識や技術の習得と理解促進を図ります。

●日　程
　９月４日木～令和８年１月22日木の間の木曜日
　（全20回）
●場　所　役場行政棟 3階ホール　
●主　催
　西播磨福祉地区身体障がい者連合会（太子町・佐用
町・上郡町）

はじめての手話講座（兵庫県手話普及促進事業）
　誰もが安心して暮らせる「ユニバーサル社会」をめざし、
耳の聞こえない人との交流などを通じて、理解を深めて
みませんか。手話に興味があるけれども機会がなかった
人など、誰でも気軽に申し込みいただけます。

【太子町開催分】
●日　時　10月25日土10 時～12時　
●場　所　役場行政棟 3階ホール　
●内　容　DVD上映・手話の練習・ろう者との交流　など
●主　催　兵庫県・兵庫県立聴覚障害者情報センター
※申し込みは先着順となりますが、県内の他市町でも
同講座が開催されます。申込方法など詳細はホーム
ページをご確認ください。

　南総合センターで開催している「人間の生き方講座」で、日本初開催のデフリンピックを題材にした人権講座を
開催します（日時など詳細は、23ページを参照）。

意思疎通支援者の派遣

手話に関する講座、イベントなどの開催

手話で話せる社会をめざして

私たちの責務と役割

デフリンピックとは！?
　国際ろう者スポーツ委員会（ICSD）が主催し、４年に１回開催される「聞こえない・聞こえにくい人のためのオリ
ンピック」です。第１回は、1924 年にフランスのパリで開催されました。「東京2025デフリンピック」は、100周
年の記念すべき大会で、11月15日土から26日水までの間、日本では初めて開催されます。
　競技場に入ると補聴器などの使用が禁止され、国際手話のほかスタートランプや旗などを使う競技運営など、「目」
で見て分かる工夫がされている点も注目ポイントです。ぜひ皆さんも一緒に応援しましょう。

　毎年９月23日は「手話言語の国際デー」とされており、また、令和７年６月には「手話に関する施策の推進に関
する法律」が制定され、同日が「手話の日」と定められました。
　本町では、和のまち太子の手話言語条例に基づき、手話言語が音声言語と対等であることを認め、ろう者の人
権が完全に保障されるよう、共生する社会の実現をめざして手話に関する理解と関心を深めるための啓発活動な
どを行っています。

庁舎壁面ライトアップ
　啓発活動の一環として、手話言語のシンボルカラーである青色に
役場庁舎をライトアップします。
●期　間　９月22日🈷～23日火祝　日没～21時
●場　所　庁舎北側壁面

図書館での特設書架ブースの設置
　「手話を知って、手話でつながろう」を合言葉に、関連図書の特設ブースを設置します。
お子さんにも読んでいただきやすい図書などもありますので、ぜひこの機会に手話や
ろう者について知るきっかけにしてみてはいかがでしょうか。
※ご自由に持ち帰りいただける町作成のリーフレットも配架しています。
●期　間　9月13日土～28日日　※休館日を除く
●場　所　町立図書館

　（ちょっと一言・・）
　太子町で手話体験ができる場として、町ボランティアセンター登録団体の「太子手話サークル ぶらんこ」が
活動されています。気軽に手話に触れるとともに、耳の聞こえない人との交流を通じて理解を深めてみませんか。
興味のある人はぜひお立ち寄りください。

「太子手話サークル ぶらんこ」の活動
●日　時　（昼の部）第１・２・３月曜日10 時～12時
　　　　　（夜の部）第３土曜日19時～21時
　　　　　※両部ともに祝日の場合はお休みです。
●場　所　地域交流館2階（令和８年度以降は保健福祉会館となります）
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令和７年度後期スポーツ教室受講生の募集

　スポーツ教室は、初心者も安心して参加できる教室です。スポーツを始めるきっかけにぜひご利用ください。
　教室を通じて「体力づくり」や「仲間づくり」を始めましょう。

●対象者　　町内在住者
●申込方法　　創継町民体育館に設置、町ホームページ
　　　　　　に掲載の申込書を窓口へ提出
　　　　　　※応募多数の場合は抽選となります。

●受講料　（保険料含む）
　・ピラティス（夜）　1,500 円
　・その他教室　　  3,000 円
※詳細は、町ホームページをご確認ください。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

町
民
体
育
館　

☎
２
７
７-

４
８
０
０

    　

taiiku@
tow
n.hyogo-taishi.lg.jp

■
参
加
資
格

　

町
内
在
住
者
で
、
１
人
１
種
目
１
部
（
１

項
目
）
の
参
加
と
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

創
継
町
民
体
育
館
に
設
置
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
申
込
書
で
、
９
月

７
日
日
ま
で
に
創
継
町
民
体
育
館
へ
提
出

　

※
た
だ
し
、
レ
デ
ィ
ー
ス
・
メ
ン
ズ
ソ
フ
ト

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
各
地
区
の
役
員
へ
提
出

　

※
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
は
９
月
17
日
水
ま
で
に
提
出

■
競
技
開
始

・
各
競
技　
　

10
時
開
始

※
丸
尾
建
築
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
の
改
修

工
事
実
施
に
伴
い
、
今
年
度
は
開
会
式
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
各
競
技
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
の
競
技
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■雨天の場合
　屋内競技のみ 10時より開催します。
　屋外競技は 10月 13日🈷祝 10 時開始に変更します。
※太子町に警報が発表された場合は、全競技を延期します。
※内容は、当日７時に防災行政無線および町ホームページでも
お知らせします。 （

斑
鳩
小
学
校
体
育
館
）

●
２
年
生
以
下
の
部
（
個
人
戦
）

●
３
・
４
年
生
の
部
（
学
年
別
・
個
人
戦
）

●
５
・
６
年
生
の
部
（
学
年
別
・
個
人
戦
）

●
中
学
生
の
部
（
男
女
別
・
個
人
戦
）

（
創
継
町
民
体
育
館
柔
道
場
）

●
未
就
学
児
の
部
（
個
人
戦
）

●
小
学
生
の
部
（
学
年
別
・
個
人
戦
）

●
中
学
生
の
部
（
学
年
別
・
個
人
戦
）

●
高
校
・
一
般
の
部
（
個
人
戦
）

（
太
子
西
中
学
校
剣
道
場
）

【
形
競
技
】

●
小
学
２
年
生
以
下
の
部

●
小
学
３
・
４
年
生
の
部

●
小
学
５
・
６
年
生
の
部

【
組
手
競
技
】

●
小
学
３
・
４
年
生
の
部
（
男
女
別
）

●
小
学
５
・
６
年
生
の
部
（
男
女
別
）

（
太
子
東
中
学
校
武
道
場
）

【
形
方
式
・
乱
取
り
の
部
】

●
未
就
学
児
の
部

●
小
学
生
の
部
（
学
年
別
）

●
中
学
生
以
上
の
部

【
組
演
武
の
部
】

●
小
学
生
の
部
（
学
年
別
）

【
団
体
の
部
】

●
小
学
生
の
部

（
太
田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

個
人
戦

剣
道

柔
道

空
手
道

少
林
寺
拳
法

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

【
申
込
期
限　

９
月
７
日
日
】

秋秋秋秋
は
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

は
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

は
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

は
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

（
丸
尾
建
築
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

●
高
校
・
一
般
の
部

　
（
シ
ン
グ
ル
ス
・
男
女
別
）

●
シ
ニ
ア
（
60
歳
以
上
）
の
部

　
（
ダ
ブ
ル
ス
）

硬
式
テ
ニ
ス

（
太
子
西
中
学
校
体
育
館
）

●
小
学
生
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

●
中
学
生
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

●
高
校
・
一
般
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
・
男
女
別
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【申込期間：９月４日木～ 14 日日（休館日を除く）】

（
龍
田
小
学
校
運
動
場
）

　

校
区
単
位
で
Ａ
～
Ｄ
級
に
よ
る
チ
ー
ム

編
成

小
学
生
サ
ッ
カ
ー

（
創
継
町
民
体
育
館
）

●
小
学
生
低
学
年
・
高
学
年
の
部（
団
体
戦
）

●
一
般
の
部 （
団
体
戦
）
※
学
生
も
含
む

卓
球

　
（
石
海
小
学
校
体
育
館
）

　

１
チ
ー
ム
15
人
以
内

●
Ｕ
12
男
子
の
部

●
Ｕ
12
女
子
の
部

●
Ｕ
10
混
合
の
部

小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

一
般
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
丸
尾
建
築
総
合
公
園
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

１
チ
ー
ム
監
督
を
含
め
15
人
以
内

（
太
田
小
学
校
運
動
場
）

　

原
則
、
校
区
単
位
に
よ
り
チ
ー
ム
編
成

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
太
田
小
学
校
体
育
館
）

　

社
会
人
で
チ
ー
ム
編
成
（
４
人
制
）

メ
ン
ズ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
太
子
東
中
学
校
体
育
館
）

　

校
区
単
位
に
よ
り
チ
ー
ム
編
成

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
太
田
小
学
校
体
育
館
・
東
芝
体
育
館
）

　

レ
デ
ィ
ー
ス
４
人
で
チ
ー
ム
編
成

レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
丸
尾
建
築
総
合
公
園
多
目
的
広
場
）

　

小
学
生
以
上
１
チ
ー
ム
７
～
10
人

　
（
出
場
は
５
人
）

●
小
学
生
の
部
（
低
学
年
の
部
・
高
学
年

　

の
部
の
２
部
門
）

●
一
般
の
部（
中
学
生
以
上
の
部
な
ど
３
部
門
）

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

【後期スポーツ教室】（会場：創継町民体育館 　※テニス教室は丸尾建築総合公園テニスコートで行います）

◀町ホームページ
令和７年度後期スポーツ

教室受講生の募集

教室 内容 対象（町内在住者） 定員 曜日（回数） 時間

器械体操Ⅰ とび箱、マット運動などの基本
運動（Ⅰ・Ⅱとも内容は同じ）

小学１～３年生 各 25 人 土（10 回）
９:00 ～ 10:10

器械体操Ⅱ 10:20 ～ 11:30

ピラティス
骨格の歪みを正しながら姿勢改
善を目的としたエクササイズ

一般

12 人
火（10 回）

９:30 ～ 10:15

エアロビクス 音楽に合わせて楽しみながら脂
肪燃焼を目的とした有酸素運動 10 人 10:30 ～ 11:15

テニス
硬式テニスの基礎技術からゲー
ムまで

20 人 木（10 回） 10:00 ～ 11:30

ピラティス（夜）
骨格の歪みを正しながら姿勢改
善を目的としたエクササイズ

12 人 火（５回） 19:45 ～ 20:30

ぜひご利用ください

◀町ホームページ
第 65 回町民スポーツ

大会を開催します

1010
月
５
日

月
５
日
日日    

第第
6565
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

※
今
回
の
大
会
か
ら
、
名
称
を
「
町
民
ス
ポ
ー
ツ

　

大
会
」
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
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　従来の高齢者施策を見直し、令和７年度より、町の発展に貢献された高齢者に敬老の意を表するため、事
前に登録いただいた事業者（店舗、タクシー会社）で利用できる「お祝いチケット（商品券）」を対象者へ配
付する「太子町敬老お祝いチケット配付事業」を実施します。

太子町敬老お祝いチケットの配付
ぜひご利用ください

●対象者
　令和７年９月１日時点で太子町の住民基本台帳に記
録されている満 75歳以上の高齢者

　※９月２日以降に満 75 歳を迎える人は、今年度
の対象者にはなりません。

●金　額　１人あたり 3,000 円分（500 円分×６枚）
●利用期間　10月１日水～令和８年３月 31 日火
●配付方法
　チケットと利用店舗一覧を同封し、９月下旬に順
次ゆうパックで郵送します（申請不要）。

●留意事項
　・現金への引き換え、つり銭の支払いはできません。
　・他の商品券・切手・印紙・たばこなどの購入は

できません。
　・売買・譲渡・払い戻しはできません。
　・盗難・紛失・き損などに関して、発行者は責任

を負いません。
　・取扱店チェック欄に記入済のものは利用できません。
　・利用期間終了後は利用できません。

問い合わせ
　敬老お祝いチケット事務局（高年介護課）
　☎ 276-6715

パパママスクールの開催
ぜひご参加ください

　もうすぐ出産・育児を迎える妊婦とパートナーを支援する教室です。妊婦体験や赤ちゃんのお風呂実習を
行い、子育てのイメージづくりをしましょう。参加をお待ちしています。

●開催日時　
　〈岩見構下地区〉10月18日土・19日日・26日日
　〈阿曽地区〉・〈船代・宮本・福地地区〉 10月26日日
　各日９時～ 13時 30分（雨天決行）
　※気象警報発表時は11月２日日に延期
●開催場所　　
　〈岩見構下地区〉　  　　　岩見構 715-1の農地
　〈阿曽地区〉　　  　　　　阿曽216-1の農地
　〈船代・宮本・福地地区〉  宮本84-1の農地
●募集区画（先着順）　
　各地区 120 ～ 150 区画（1区画 10株）
●参加費　1,000 円／区画（現地支払い）
●申込期間　９月３日水～12日金（土日を除く）
●申込方法　窓口または電話にて申し込み

問 産業経済課 ☎ 277-5993

さつまいも収穫祭の開催
ぜひご参加ください

　子どもから大人まで楽しむことができる「さつまい
も収穫祭」を開催します。収穫作業を通じて、地域の
人とのふれあいや自然の恵みを学べる貴重な機会です。
　秋の味覚さつまいもを収穫し、味わってみませんか。

事故の予防と救急講習会
　幼児のけがや手当、AEDの使い方など、いざと
いうときにすばやく行動できるように、事故の予
防も兼ねて教わります。

　●日　時　９月 30日火 10時～ 11時 30分
　●場　所　太子消防署
作って遊ぼう
　実際におもちゃを作って遊ぶ体験型の講習会です。
身近な材料や用具の使い方を知り、作って遊ぶ過
程での多様な経験が表現意欲や想像力を高めてい
きます。みんなで一緒に作って遊びましょう。

　●日　時　10 月 17 日金 10時～ 11時
　●場　所　太田東地区農村交流センター
　●申込方法　社会福祉協議会へ電話申込

ファミリーサポートセンター
　　　　　　　    主催講習会の開催

気軽にご参加ください

　子育て中の保護者や子育てに関心のある人を対象に
講習会を開催します（参加費無料・要申込）。
　未就園児も同伴できますので、気軽にご参加ください。

問 太子町社会福祉協議会 ☎ 276-4111

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます
この制度を受けるには届出が必要です

　産前産後期間の国民年金保険料免除制度は、次世代育成支援の観点から国民年金第１号被保険者が出産し
た際に、産前産後の国民年金保険料が一定期間免除される制度です。

●対象者
　平成 31 年２月１日以降に出産した国民年金第１
　号被保険者
　※妊娠 85 日（４カ月）以上の出産が対象です（死
　　産、流産、早産を含みます）。
●届出時期
　出産予定日の６カ月前から届出ができます
　※出産後の届出はいつでも可能です。
●免除期間
　出産予定月（出産月）の前月から４カ月分
　※多胎の場合は、出産予定月（出産月）の３カ
月前から６カ月分

　※免除された期間も保険料を納付したものとなり
ます（将来の年金受給額は減りません）。

●届出方法　
　下記の必要書類を町民課または姫路年金事務所へ
　提出
　【必要書類】
　①届書、②母子健康手帳など出産予定日が確認で
きるもの、③マイナンバーカード
　※②について、出産後は原則不要。ただし、別世
　　帯の子の場合、出生証明書など出産日および親
　　子関係を明らかにする書類が必要。

問い合わせ 
　町民課 ☎ 277-1012
　日本年金機構姫路年金事務所 ☎ 224-6382

●日　時　10月 19日日９時 30分～ 12時
　　　　　（受付９時 10分～９時 20分）
●場　所　地域交流館２階スペース１
●内　容　
　・妊娠・出産の経過とパパのサポートについての講話
　・妊娠シミュレーターを装着した妊婦体験
　・シャワー浴実習

●対　象　
　もうすぐ出産・育児を迎える妊婦とパートナー
●申込期間　
　９月 29日月～ 10月 17日金（土日祝日を除く）

問い合わせ
　さわやか健康課 ☎ 079-276-6630
　※市外局番（079）を付けてダイヤルしてください

ACP（人生会議）講演会の開催
ぜひご参加ください

　ACP とは、将来あなた自身が病気になったり、介護が必要になったときに備えて、これまで大切にしてき
たことや、これから誰とどのように過ごしたいか、希望する医療や介護のことなどについて、家族や大切な人、
医療、介護関係者とともにあらかじめ考え、繰り返し話し合う「人生会議」のことをいいます。
　町が作成した「エンディングノート」を手に取りながら、もしもの時に望む医療やケアについて考え、繰
り返し話し合うことの大切さについて理解を深めることを目的に、町内で在宅診療を実施している医師によ
る講演会を開催します。

●日　時
　10 月２日木 14時～ 15時 30分
●場　所
　役場行政棟３階ホール
●講　師　
　八十川 直哉さん（ソラーレクリニック太子 院長）
　訪問看護ステーション ソラーレ職員
●内　容　
　終末医療や在宅での看取りについて
　※参加者には太子町版エンディングノートを進呈 
●定　員　30人（先着順）
●参加費　無料
●申込方法　電話または窓口
　　　　　※定員に達し次第、受付を終了します。
　

問い合わせ 
　高年介護課 ☎ 276-6639

▲太子町版エンディングノート



人権一口メモ
No.280 問  社会教育課

命の尊さに向き合って

　

８
月
は
、「
人
権
文
化
を
す
す
め

る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
月
間
で
し

た
。
３
日
に
開
催
さ
れ
た
記
念
大
会

で
は
、
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
表

彰
や
菅
野
ミ
キ
さ
ん
（
＆
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

代
表
・
義
肢
装
具
士
）
に
よ
る
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
人
権
に
つ
い
て
考

え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。多
数
の
ご
参
加
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
先

日
、
鹿
児
島
県
南
九
州
市
に
あ
る
知

覧
特
攻
平
和
会
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

10
年
振
り
、
二
度
目
の
訪
問
と
な
り

ま
す
。
館
内
に
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
末
期
、
若
く
し
て
特
攻
に
散
っ
た

隊
員
の
遺
影
や
遺
書
が
静
か
に
並

び
、
そ
の
一
つ
一
つ
か
ら
、
彼
ら
の

苦
悩
と
覚
悟
、
そ
し
て
家
族
や
故
郷

へ
の
深
い
愛
情
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
国
の
未
来
を

信
じ
、
家
族
や
愛
す
る
人
へ
の
想
い

を
胸
に
、
文
字
通
り
命
を
か
け
て
特

攻
し
ま
し
た
。し
か
し
、そ
こ
に
あ
っ

た
の
は
本
当
に「
自
由
な
選
択
」だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
な
ぜ

彼
ら
は
「
死
ぬ
こ
と
」
を
選
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
問
い
が
心
に
深
く
突
き
刺

さ
り
ま
し
た
。

　

戦
争
は
、
命
や
尊
厳
を
奪
い
、
人

権
を
無
視
す
る
極
限
の
状
況
で
す
。

平
和
は
、
こ
う
し
た
過
去
の
悲
惨
な

出
来
事
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

現
代
の
私
た
ち
は
、
言
い
た
い

こ
と
を
自
由
に
言
い
、
行
き
た
い

場
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、

今
も
な
お
抑
圧
や
暴
力
に
苦
し
む

人
々
が
存
在
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
過
去
を
忘
れ
ず
、「
命
の
大
切

さ
」
と
「
一
人
一
人
の
尊
厳
」
を

守
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

知
覧
で
感
じ
た
「
命
の
重
み
」
と

「
生
き
る
尊
さ
」
は
、
過
去
の
出
来

事
で
は
な
く
、
今
を
生
き
る
私
た
ち

へ
の
問
い
か
け
で
す
。
私
た
ち
は
、

彼
ら
か
ら
託
さ
れ
た
未
来
を
生
き
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
胸
に
刻
み
、

互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
共
に
生

き
る
社
会
を
築
く
努
力
を
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
重
ね
て
い
く
こ
と
こ
そ

が
、
人
権
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

未
来
の
世
代
が
、
再
び
同
じ
過

ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
…
。
知

覧
の
記
憶
は
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
一
人
一
人
に
、
人
権
の
本
質
を

静
か
に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

人
権
標
語
優
秀
作
品
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
一
般
の
部
）

差
し
出
す
手　

巡
り
巡
っ
て　

あ
な
た
に
も

龍
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

小こ

む

ら村 

州し
ゅ
う
へ
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皆
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ん
か
ら
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せ
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語
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う
ち
、
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Ｔ
Ａ
・

一
般
の
部
の
優
秀
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品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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安心できる環境の中、元気で明るく、の
びのびと遊び、優しい心、ありのままの
自分でいいと思える豊かな心を育む

●取組の概要　
　本所は、自然と歴史に囲まれた素敵な場所にあ
り、そこには虫たちが草花に集い、近くには田ん
ぼや斑鳩寺もあります。子どもたちがのびのび遊
び、互いを思いやる心を育てながら、毎日を元気
に過ごせる環境づくりを大切にしています。
　手作りの栄養たっぷり給食を食べながら、年齢
の違うお友だちや地域の人たちとの触れ合いも楽
しんでいます。

●保育活動の紹介　
①健康な心と身体を育む
　乳幼児期は、安心できる環境の中で、遊びや関
わりを通した「できた！」の喜びをたくさん感じ
ながら、生活習慣や思いやりの心を自然に育んで
いきます。
　３歳頃からは、リズム
ジャンプやリトミック、
楽器演奏や和太鼓にもチ
ャレンジ。年長さんに憧
れて「やってみたい！」
という気持ちがどんどん
育ちます。そんな子ども
たちの意欲を大切に、成
長をしっかり支えていま
す。

②なかよしタイムと異年齢での交流
　週に１回、３・４・５歳児が集まって一緒に遊
ぶ時間があります。「どうする？」「これにしよう！」
と話し合いながら、友だちの気持ちに気付いたり、
年下の子に優しくした
り、年上の子に頼った
りする姿が見られます。
　園庭や保育時間の中
でも、小さな子をそっ
と見守ったり、一緒に
遊んだりすることで、
自然と思いやりの心が
育っています。

③地域や祖父母とのつながり
　地域の人に野菜の育て方を教わったり、散歩の
時にあいさつをしたり、斑鳩寺や図書館で楽しい
体験をしたりしています。
　「さざんかの会」では、おじいちゃん・おばあち
ゃん世代とゲームやウォークラリーでふれあい、
笑顔いっぱいで楽しい時間を過ごしています。
　他の保育所・幼稚園・小学校とも仲良くつながり、
みんなで遊びながら学ぶことで、小学校へのスム
ーズな移行につなげています。

令和７年度太子町の教育　～町立学校園所の取組紹介～
　町立各学校園所の教育方針や目標、教育成果、活動実績などを町民の皆さんにお知らせし、地域から信頼
される学校園所づくりにつなげます。今月は、斑鳩保育所の取組をご紹介します。

　斑鳩保育所
　所長　廣岡 ひとみ　

保育所からのメッセージ

『園庭で遊ぼう』
　毎週土曜日 9時 30分～ 11時 30分
　家庭で保育中の０～３歳児とその保護者を
対象に、親子での遊び場として園庭を開放し
ます。前日までに電話  （☎ 276-0942）でお
申し込みください。　　　   



健康
ひろば ９月

栄養相談　　　　　　　　  ☎0791-63-5677
　９月８日🈷 10時～ 11時 30分
　栄養に関する専門的な相談、食品の栄養表
示の方法と活用の相談などに応じます。

エイズ・肝炎相談　　　　  ☎ 0791-63-5140
（HIV・肝炎ウイルス検査）
　９月９日火 13時 15分～ 14時 30分
（検査・相談は原則無料・匿名可）

こころのケア相談　　　　  ☎0791-63-5687
　９月５日金 13時～ 15時
　精神疾患、認知症、アルコールの問題など、
こころの問題でお悩みの人やその家族が対象
です。

地域保健課

龍野健康福祉
事務所の事業

要
申込

　こころの健康相談　９月４日木
　13時 30分～ 16時 30分
　場所　役場行政棟３階 A301 会議室
　※申し込みが必要です。

まちの保健室　　９月 22日🈷
　９時 30分～ 11時 30分
　場所　龍田幼稚園
　保健師と栄養士が健康相談に応じます。

相談

ままるぽ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・ 10 月９日木
　対 象　　　産後１年未満のお母さんと赤
　　　　　　 ちゃん
　定 員　　　８組（先着順）
　　　　　　 ※申し込みが必要です。
　受付時間　 10 時 30 分～ 10時 45分
　場 所　　　龍田幼稚園
　内 容　　　講話「赤ちゃんの病気とスキ
　　　　　　ンケアのおはなし」
　申込期間　 ９月 11日木～ 26日金

教室

問い合わせ
　さわやか健康課☎ 079-276-6630
　※市外局番（079）を付けてダイヤルしてください

※母子健康手帳の交付、妊婦健康診査助成券の　
交付は随時行っています。妊娠が確認できれ
ばお早めにさわやか健康課へお越しください。

※栄養相談、エイズ・肝炎相談、こころのケア相談に
　ついての問い合わせ先・事業場所は龍野健康福祉事
　務所となります。

乳児健康診査・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ９月24日水
　対 象           令和７年５月生まれ
　受付時間　 13 時 15 分～ 14時 15分

乳児相談・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ９月30日火
　対 象           令和７年１月生まれ
　受付時間　 13 時 15 分～ 14時 15分

１歳６カ月児健康診査・・・・・ ・・ ９月17日水
　対 象　       令和６年２月生まれ
　受付時間　 13 時～ 14時 15分

２歳児相談・・・・・・・・・・・・・・・ ・９月18日木
　対 象　       令和５年２月生まれ
　受付時間　 13 時 15 分～ 14時 15分
　
３歳児健康診査・・・・・・・・・・・ ９月10日水
　対 象　       令和４年３月生まれ
　受付時間　 13 時～ 14時 15分

健康診査 ★対象者に個人通知します

※開催場所はいずれも龍田幼稚園です。

1617 令和７年（2025）９月号

健康ダイアリー

～旬を潤す～ 感じる白露の過ごし方

　皆さんは季節を表す指標の「二
に じ ゅ う し せ っ き

十四節気」という
言葉を聞いたことはありますか。二十四節気で秋を
表す「白

は く ろ

露」を快適に過ごすための注意点と旬の食
材を活用した食養生をご紹介します。

二十四節気とは
　日本には、春夏秋冬の四季があります。その他に、
立春を起点に１年間の季節変化を 24 の節目に分け
た「二十四節気」という考え方があります。元々は
中国で作られたもので日本の季節感に合わせ進化し
たといわれています。
　季節の移ろいに合わせ旬の食材を味わったり、衣
替えや模様替えを楽しんだりとその時期を快適に過
ごすためのヒントとなるものです。

秋を表す白露とは
　秋を表す言葉には、「白露」という節目があります。
　白露は、９月８日から９月 22日頃までの約 15日
間を指し、この時期には中秋の名月や彼岸の入りと
いった季節行事があります。日中はまだ汗ばむもの
の、朝夕はひんやりとした気温になっていきます。
そのため、夜中に大気中の水蒸気が冷やされ、草花
や木に朝露が付きはじめます。この朝露が太陽の光
を受けて光り、白い粒のように見えることから白露
と名付けられたといわれています。

白露におすすめの過ごし方
　空気が澄みはじめ乾燥しやすく、朝夕の寒暖差な
どにより体調を崩しやすい時期です。乾燥し、冷え
た空気が口や鼻から肺に入ると呼吸器系のトラブル
が起きやすくなります。さらに、乾燥で肌や粘膜が
弱り、咳やのどの痛みに悩まれる人も増えてきます。
この時期は、冷え対策や乾燥ケアをしっかりと行い
ましょう。
◎内側と外側の両方から潤いをチャージ
　お風呂上がりの保湿は念入りに行いましょう。ま
た、水分補給も忘れずに。
　気温が涼しくなると渇きを感じにくくなりがちで
すが、喉の乾燥を防ぐためにも少量ずつこまめな水
分補給を心掛けましょう。お水やお茶だけでなく、
旬の果物などで潤いをチャージするのもおすすめで
す。
◎体を温めて巡りをケア
　気圧の変化も大きく台風なども多い時期。気圧が
下がることで体内の水分が滞り、むくみや頭痛が起

こりやすくなります。下半身を中心に体を温めて血
や水分の巡りをよくしましょう。
　さらに、涼しくなってくると恋しくなるのが塩分
ですが、体の水分を溜め込みやすくしてしまうので
控えましょう。余分な水分の排泄

せつ

を促すために、カ
リウムを意識して取ってみましょう。むくみケアに
は、カリウムや食物繊維が豊富なさつまいもや栗、
きのこ類などがおすすめです。

白露に食べたい旬のもの
◎さんま
　９月から 10 月にかけて旬を迎えるさんまをはじ
めとした青魚に多く含まれる DHA や EPA は、高血
圧や動脈硬化の予防にも効果が期待されます。その
他、ビタミン Eには血流を良くしてくれる働きや抗
酸化作用などの働きもあります。
◎かぼちゃ
　かぼちゃには、胃粘膜を保護し免疫力を高めてく
れるβ -カロテンや血流を良くしてくれるビタミンE
などが豊富に含まれています。β - カロテンは、特
に皮に含まれるので、皮ごと食べましょう。
◎梨
　不溶性食物繊維が豊富で腸内環境を整えるのに向
いています。みずみずしく水分やカリウムも豊富な
ため、体のほてりやむくみ解消にも効果的です。
◎いちじく
　ビタミン B群やカルシウム、鉄分、亜鉛などのミ
ネラルがバランスよく含まれています。ペクチンな
どの水溶性食物繊維が腸内環境を整えてくれたり、
コレステロール低下にも役立ちます。その他、フィ
シンというたんぱく質分解酵素が含まれており、夏
の疲れなどによる胃の消化不良を助けてくれます。
さらに、抗酸化作用のあるポリフェノールの一種の
アントシアニンが含まれ、アンチエイジングや生活
習慣病の予防にもつながります。
　体にいいからとたくさん取るのではなく、バラン
スよく取るようにしてください。
　また、年に１度は身体のチェックをして今の生活
が身体に合っているか確認しておきましょう。
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令和７年（2025）９月号 1819

毎日6時30分から23時まで、マイナンバーカードを利用して、住民票の写しや印鑑登録証
明書などをコンビニエンスストアなどで取得できます。※戸籍のみ8時30分から17時まで

情報館
らしの平日

8時30分〜17時15分
開庁
時間

マイナンバーカードの申請受付中です
町民課窓口でマイナンバーカードの申請サポートをしてい
ます。また、来庁が困難な場合は自宅へお伺いすることも
できます。詳細は町民課へお問い合わせください。
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告
物
の
適
正
な
管
理
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
９
月
１

日
月
～
10
日
水
ま
で
を
「
屋
外
広
告
物

適
正
化
旬
間
」
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
職
員
に
よ
る
違
反
広
告
物

パ
ト
ロ
ー
ル
や
簡
易
除
却
・
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
違
反
は
り
紙

な
ど
の
簡
易
除
却
や
安
全
点
検
に
よ

り
、
良
好
な
景
観
や
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
屋
外
広
告
物
の
設
置
や
変

更
に
は
、
原
則
許
可
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

　

 

上
下
水
道
事
業
所

　

水
道
使
用
量
を
検
針
す
る
た
め

の
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
検
定
有
効

期
間
（
８
年
）
ご
と
に
交
換
す
る

必
要
が
あ
り
、
対
象
と
な
る
ご
家
庭

や
事
業
所
な
ど
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を

送
付
し
ま
す
。

　

交
換
作
業
は
、
町
の
指
定
業
者
が

訪
問
し
、
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

　

作
業
中
は
一
時
的
に
断
水
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

太
子
町
新
商
品
開
発
事
業
補

助
金
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す

　

 

産
業
経
済
課

　

町
の
農
産
物
や
地
域
資
源
（
特

産
品
な
ど
）
を
活
用
し
た
新
商
品

の
開
発
事
業
を
実
施
す
る
事
業
者

に
対
し
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
商
品
の
開
発
を
検

討
し
て
い
る
人
は
、
期
限
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限　

９
月
30
日
火

※
補
助
金
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

｢

法
の
日｣
無
料
相
談
会

　

 

近
畿
税
理
士
会
龍
野
支
部

　

☎
０
７
９
１
‐
６
６
‐
３
１
６
６

●
日
時　

９
月
27
日
土
10
時
～
15
時

●
場
所

　

龍
野
経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
セ

　

ミ
ナ
ー
室
Ａ
（
た
つ
の
市
龍
野
町

　

富
永
７
０
２
‐
１
）

●
相
談
内
容

　

相
続
、
遺
言
、
土
地
・
建
物
な
ど

　

の
登
記
・
境
界
、
官
公
署
へ
の
手

　

続
き
、
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
に

　

関
す
る
問
題
の
相
談

●
相
談
員

　

司
法
書
士
、
行
政
書
士
、
税
理
士
、

　

土
地
家
屋
調
査
士

●
申
し
込
み　

不
要

暮
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
申
請
・
交
付
窓
口
の
ご
案
内

　

 

町
民
課

　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た

め
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
受
付
と
交
付
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

　

９
月
７
・
28
日
日
９
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

町
民
課

※
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
予
約
制
と
な

　

り
ま
す
。
受
取
日
時
を
電
話
で
予
約

　

い
た
だ
き
、
本
人
が
窓
口
ま
で
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

※
電
子
証
明
書
の
更
新
な
ど
の
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
手
続
き
も
可
能

　

で
す
（
予
約
不
要
）。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　

 

社
会
福
祉
課

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
肢
体
障

害
者
を
対
象
に
し
た
補
装
具
の
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。
義
手
な
ど
の
助
成
は

こ
の
相
談
で
判
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
（
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
提
供

さ
れ
る
も
の
は
対
象
外
で
す
）。

●
相
談
日

　

10
月
24
日
金
９
時
15
分
～
12
時
15
分

●
場
所　

姫
路
市
総
合
福
祉
会
館
（
姫
路　

市
安
田
３
‐
１
）

●
申
込
期
限　

10
月
８
日
水

●
申
込
先　

社
会
福
祉
課

●
必
要
な
も
の　

身
体
障
害
者
手
帳

や
す
ら
ぎ
タ
ク
シ
ー
（
障
害
者
）・

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
事
業 

事
業
者
の
追
加

　

 

社
会
福
祉
課
（
障
害
者
）

　

 

高
年
介
護
課
（
高
齢
者
）

　

こ
の
事
業
で
利
用
で
き
る
タ
ク
シ

ー
事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た
。

●
事
業
者
名

　

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
や
の
さ
ん（
姫
路
市
）

　

☎
０
９
０
‐
４
４
０
０
‐
１
９
２
３

認
知
症
本
人
と
家
族
の
つ
ど
い

　
（
オ
レ
ン
ジ
広
場
：
創
作
活
動
）

　

 

高
年
介
護
課

　
「
オ
レ
ン
ジ
広
場
」
は
、
ご
自
身

や
家
族
の
認
知
症
に
不
安
を
も
つ
人

を
対
象
に
、
認
知
症
ケ
ア
の
知
識
を

有
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
創
作
活

動
を
通
じ
て
交
流
を
し
た
り
、
日
々

の
思
い
を
語
り
合
う
集
い
の
場
で

す
。
集
っ
て
、
話
し
て
、
学
ん
で
、

気
持
ち
を
楽
に
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

　

９
月
17
日
水
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

南
総
合
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

歌
声
サ
ロ
ン

音
楽
療
法
士
に
よ
る
演
奏
や
合
唱
、

歌
謡
曲
や
童
謡
の
触
れ
合
い
、
音

楽
ク
イ
ズ
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象

町
内
在
住
の
認
知
症
に
不
安
を
も

つ
人
や
そ
の
家
族
（
先
着
10
人
）

●
申
込
先　

高
年
介
護
課

●
申
込
期
限　

９
月
12
日
金

共
生
社
会
を
つ
く
る

　
　
　
　
　

 

認
知
症
カ
フ
ェ

　

 

高
年
介
護
課

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
や

障
害
の
有
無
、
年
齢
や
性
別
、
職

業
な
ど
に
関
係
な
く
、
全
て
の
人

が
水
平
に
関
わ
り
合
い
、
対
話
が

で
き
る
場
所
で
す
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

９
月
12
日
金
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

　

Café

お
と
（
東
保
１
２
９
‐
３
）　

●
内
容

　

ミ
ニ
講
話
、
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
な
ど

●
参
加
費　

　

２
０
０
円
（
飲
料
と
茶
菓
子
代
）

た
い
し
認
知
症
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

 

高
年
介
護
課

　

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
る
場

所
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

９
月
９
日
火
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

斑
鳩
公
民
館

●
内
容

本
や
資
料
で
の
勉
強
会
と
楽
し

い
カ
フ
ェ
タ
イ
ム

●
参
加
費　

　

２
０
０
円
（
資
料
・
茶
菓
子
代
）

介
護
予
防
講
座
（
第
４
回
）
の

　
　
　
　
　
　
　

受
講
者
募
集

　

 

太
子
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

☎
２
７
６
‐
４
１
１
１

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
る
こ

と
を
予
防
し
、
で
き
る
だ
け
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
介
護
予
防

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
４
回

目
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ　

　

聞
こ
え
に
く
い
を
ほ
っ
と
か
な
い 

　

～
耳
か
ら
始
め
る
健
康
づ
く
り
～

●
日
時

　

９
月
25
日
木
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

斑
鳩
公
民
館

●
講
師

青
木 

昭
忠
さ
ん
（
言
語
聴
覚
士
）

●
定
員　

20
人
（
町
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
人
）
※
先
着
順

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
先

太
子
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
電

話
ま
た
は
窓
口
）

●
申
込
開
始　

９
月
８
日
月

胃
が
ん
検
診
（
内
視
鏡
検
査
）

実
施
医
療
機
関
の
変
更

　

 

さ
わ
や
か
健
康
課

　

個
別
検
診
に
お
け
る
胃
が
ん
検

診
（
内
視
鏡
検
査
）
の
実
施
医
療

機
関
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
実
施
医
療
機
関
か
ら
外
れ
た
診
療
所

　

室
井
メ
デ
ィ
カ
ル
オ
フ
ィ
ス

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

 

生
活
環
境
課

　

9
月
21
日
日
か
ら
30
日
火
ま
で
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

秋
は
日
没
時
間
が
早
ま
る
た
め
、

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
反
射
材
の

問

問

問

問

問問

問

問

問

納　期
期限内に納めましょう。

◆納期限　９月30日火
◎町民課
　国民健康保険税（３期）
　後期高齢者医療保険料（３期）
◎高年介護課
　介護保険料（３期）
※納付には便利で安心な口
　座振替をご利用ください。

※（　）内は前月比

人口と世帯
月1日

現在

人口
男
女

世帯数

（＋21）
（＋16）
（＋５）
（＋28）

33,296人
16,350人
16,946人
14,382世帯

８

☎277−1010  FAX276−3892
問い合わせ

企画政策課
総務課
財政課
税務課
　収税管理室
町民課
　戸籍係
　（マイナンバーカード）
　保険係・国民年金係
生活環境課
社会福祉課
高年介護課
　介護保険係
　高年福祉係（地域
　包括支援センター）
さわやか健康課

産業経済課
まちづくり課
上下水道事業所
　上水道
　下水道
会計課
議会事務局
教育委員会管理課
教育委員会こどもえがお課
教育委員会社会教育課

277−5998
277−1010
277−5996
277−1014
277−5700

277−1011
277−1008
277−1012
277−1015
277−1013

276−6715
276−6639

079−276−6630

277−5993
277−5992

277−3241
277−5991
277−5990
277−5995
277−1016
277−1019
277−1017

電話番号

※市外局番（079）を付けてダイヤル

問

自殺予防週間【９月 10 日水～ 16 日火】
社会福祉課

　自殺はさまざまな悩みや社会的要因によっ
て心理的に追い詰められ、解決の糸口さえ見
えない状況に追い込まれた結果、起きている
ことが少なくありません。
　相談ができず困っている人も多いと思いま
す。もし一人で悩んでいたら、ぜひ相談窓口に
話してみてください。相談することで心が軽く
なり、気持ちの整理ができるかもしれません。

●相談窓口
　・こころの健康相談統一ダイヤル
　　☎ 0570-064-556（電話された地域によ
　　　り相談窓口が変わります）
　・兵庫県いのちと心のサポートダイヤル
　　☎ 078-382-3566（月～金は 18時～翌
　　　8時 30分、土日祝は 24時間対応）
　・兵庫県こころの健康電話相談　
　　☎ 078-252-4987（火～土の 9時 30分
　　　～ 11時 30分、13時～ 15時 30分　
　　　祝日、年末年始を除く）
　・はりまいのちの電話
　　☎ 222-4343（年中無休 10 時～翌 1時）

●庁舎北側のライトアップ
　誰も自殺に追い込まれることのない社会をめ
ざして、庁舎北側を国が定めた「いのち支える
ロゴマーク」に使用されているオレンジ、みど
り、ピンク、あおの 4色にライトアップします。
　・日時　９月 10日水～ 16日火
　　　　　日没～ 21時
　・場所    庁舎北側

インターネット専用全国自治宝くじ
（公財）兵庫県市町村振興協会

   ☎ 078-954-6020
　インターネット専用全国自治宝くじ（通称：
クイックワン）の８月および９月発売分の収
益金は、兵庫県内各市町へ交付され、より良
いまちづくりに活用されています。
　宝くじを購入する際は、便利な宝くじ公式
サイトをご利用ください。

問

NEWS

NEWS

問

問問

問

公 益 財 団 法 人 兵 庫 県 市 町 村 振 興 協 会

▲町ホームページ
屋外広告物（看板、
ポスター、広告塔）
の許可等について

▲町ホームページ
太子町新商品

開発事業補助金
の募集について

問

問



情報館
らしの暮９月

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

天
皇
賜
盃
第
94
回
日
本
学
生
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会
出
場

田
中 

凜
さ
ん

（
天
理
大
学
・
太
子
東
中
出
身
）

第
８
回
全
日
本
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
選
手
権
大
会
出
場

川
浪 
貴
裕
さ
ん
（
岩
見
構
上
）

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
少
林
寺
拳
法
競
技
大
会

第
52
回
全
国
高
等
学
校
少
林
寺
拳

法
大
会
出
場

畑
中 

萌
愛
さ
ん
（
相
生
産
業
高

等
学
校
・
太
子
東
中
出
身
）

全
農
杯
２
０
２
５
年
全
日
本
卓
球

選
手
権
大
会
出
場

　

榮
次 

希
々
花
さ
ん（
斑
鳩
小
学
校
）

第
39
回
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

谷
口 

い
ろ
は
さ
ん（
太
田
小
学
校
）

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
大

会
令
和
７
年
度
全
日
本
高
等
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
出
場

三
村 

優
陽
さ
ん
（
須
磨
学
園
高
等

学
校
・
太
子
東
中
出
身
）

第
19
回
全
国
中
学
生
少
林
寺
拳
法

大
会
出
場

西
脇 

大
凱
さ
ん（
太
子
西
中
学
校
）

三
浦 

有
翔
さ
ん（
太
子
西
中
学
校
）

大
西 

琴
音
さ
ん（
太
子
東
中
学
校
）

福
田 

大
輝
さ
ん（
太
子
東
中
学
校
）

山
本 

稜
さ
ん
（
太
子
東
中
学
校
）

ス
ミ
セ
イ
Ｖ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
カ

ッ
プ
Ｊ
Ｖ
Ａ
第
45
回
全
日
本
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
出
場

三
輪 

真
一
さ
ん（
監
督
・
蓮
常
寺
）

片
岡 
秀
樹
さ
ん

（
コ
ー
チ
・
太
子
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

小
山 
颯
太
さ
ん

（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
沖
代
）

小
川 

夢
叶
さ
ん
（
石
海
小
学
校
）

櫻
井 

月
渚
さ
ん
（
龍
田
小
学
校
）

三
輪 

柚
芽
さ
ん
（
石
海
小
学
校
）

第
49
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

自
然
科
学
部
門
（
物
理
分
野
）

文
部
科
学
大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
）
受
賞

永
井 

翔
さ
ん
（
姫
路
東
高
等
学

校
・
太
子
西
中
出
身
）

石
井 

漸
さ
ん
（
姫
路
東
高
等
学

校
・
太
子
西
中
出
身
）

相
談
・
窓
口
・
教
室

無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

　

９
月
10
日
水

　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

場
所
・
担
当　

企
画
政
策
課

人
権
・
行
政
相
談

　

９
月
18
日
木
13
時
30
分
～
15
時

　

場
所
・
担
当　

企
画
政
策
課

日
本
語
教
室（
外
国
人
対
象
）【
要
申
込
】

　

９
月
６
・
20
日
土

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

９
月
７
・
14
・
28
日
日

　

10
時
～
12
時

　

場
所　

地
域
交
流
館
ス
ペ
ー
ス
１　

　

担
当　

企
画
政
策
課

消
費
生
活
相
談
【
電
話
相
談
可
】

　

毎
週
月
・
水
・
木
・
金
曜
日

　

９
時
30
分
～
16
時

　

場
所
・
担
当　

生
活
環
境
課

も
の
忘
れ
相
談
【
要
予
約
】

　

９
月
30
日
火
13
時
～
16
時

　

場
所　

役
場
Ａ
１
０
２
会
議
室

　

担
当　

高
年
介
護
課

オ
レ
ン
ジ
広
場（
認
知
症
本
人
と
家
族
の
つ
ど
い
）

　

９
月
16
日
火
10
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

南
総
合
セ
ン
タ
ー

　

担
当　

高
年
介
護
課

た
い
し
っ
子
悩
み
相
談
【
要
予
約
】

　

開
庁
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

場
所
・
担
当　

管
理
課

　

※
予
約
受
付
時
間
は
随
時

心
配
ご
と
相
談

　

９
月
12
・
26
日
金

　

13
時
30
分
～
16
時

　

場
所　
太
田
東
地
区
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

心
の
不
安
相
談

　

９
月
16
日
火

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

場
所　
太
田
東
地
区
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

身
体
障
が
い
者
（
児
）
相
談

　

９
月
17
日
水

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

場
所　
太
田
東
地
区
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

知
的
障
が
い
者
（
児
）
相
談

　

９
月
18
日
木

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

場
所　
太
田
東
地
区
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

賞金をもらうための手続き？？
生活環境課

【事例】
　写真・動画共有 SNS の広告で射的ゲームがあり、試
してみると高得点が出た。「おめでとうございます！賞
金は 10万円です」いう画面になり、事務局とメッセー
ジアプリでつながるよう指示があった。事務局から「お
金はクレジットカードのバーチャルカードに入金する」
と言われ、バーチャルカードを作成しカード番号、有
効期限、セキュリティコードが記載された画面のスク
リーンショットを送るよう指示された。案内に従いバー
チャルカードの画像を送信したが、お金を受け取るこ
とはできなかった。その後、クレジットカード会社か
ら利用明細メールが届き、何者かにバーチャルカード
を利用して 10万円分決済されていることが分かった。

【アドバイス】
　当選金や賞金を「もらえます」という言葉を信じ
て手続きをしたところ、逆に大金を詐取されたとい
う相談が入っています。カード番号、有効期限、セキュ
リティコードなどのクレジットカード情報や２段階
認証のコード、ID やパスワードなど大切な情報を第
三者に伝えると、悪用される可能性があります。こ
のようなケースでは最初から騙

だま

すつもりで情報を詐
取しているので返金を求めることは非常に困難です。
大金が当選したというメッセージが届いてもうのみ
にせず、相手には絶対に連絡しないようにしましょ
う。「当選金を受け取るため」などと言って事前にお
金を請求されるケースもありますが、それも詐欺で
す。後で元がとれるなどと思わず、絶対にお金を支
払わないでください。何かありましたら、太子町消
費生活センター（☎ 277-1015）までご相談ください。

問  

消費生活ワンポイント

　歴史講座
　「前方後円墳からみる檀特山」
　講　師　新名 恵美里
　　　　　（太子町教育委員会 文化財担当 学芸員）
　日　時　９月 13日土 13時 30分～
　場　所　南総合センター
　　　　　※駐車台数が限られますので、乗り合わ
　　　　　　せや自転車での来場をお願いします。

　歴史探検隊「斑鳩地区の文化財めぐり」
日　時　9月 27 日土９時～ 12 時（予定）
※歴史資料館集合・解散　
募集人数　25 人程度
参加費　100 円（保険料）
募集期間　9 月 10 日水まで
※小学生の皆さんだけでも参加できますが、小学

校３年生以下は、保護者の同伴が必要です。

歴史資料館
※施設は休館中です ☎ 277-5100　

どなたでも聴講できます。

子育て支援センター『ひまはぴ』  ☎ 277-3880  ☎ 080-8501-1146
　まちの子育てひろば「にこにこ」
　日　時　９月 18日木 10時 30分～ 11時 30分
　　　　　10月２日木 10時 30分～ 11時 30分
　場　所　子育て支援センター「ひまはぴ」
　対　象　町内在住の未就学児とその保護者
　定　員　10組（先着順）
　持ち物　飲み物、タオル
　申込受付　９月５日金９時 30分～（電話申込）

先着順の受付ですが、クラブ員以外の
一般の人が優先になります。

　※ひろば開催日の午前中はセンターの一般開放はありません。

　ベビーマッサージ教室
　日　時　①９月 26日金 10時 30分～ 11時 30分
　　　　　② 10月 10日金 10時 30分～ 11時 30分
　　　　　③ 10月 24日金 10時 30分～ 11時 30分
　※参加は全３回とも参加できる人に限ります。
　場　所　子育て支援センター「ひまはぴ」

　対　象　町内在住の生後２か月～１歳の子どもと母親
　定　員　10組（先着順）
　参加費　各回 500 円（オイル代）
　持ち物　バスタオル、ミルクなどの水分補給
　講　師　松木 リエさん
　申込受付　９月５日金９時 30分～（電話申込）
　※教室開催日の午前中はセンターの一般開放はありません。

　ボール遊び教室
　日　時　９月 29日🈷 10時～ 10時 45分
　場　所　子育て支援センター「ひまはぴ」
　対　象　町内在住の歩ける年齢から就学前の子ど
　　　　　もとその保護者
　定　員　10組（先着順）
　持ち物　飲み物、タオル
　服　装　動きやすい格好
　申込受付　９月５日金９時 30分～（電話申込）
　※教室開催日の午前中はセンターの一般開放はありません。

　第 44 回観月会「月見の會」
　日　時　９月 20日土 17時～
　場　所　龍田小学校体育館および周辺
　※今年度は会場が変更となっていますので、ご注意
　　ください。
　駐車場　丸尾建築総合公園多目的広場
　内　容　茶席（有料：400 円）・華席・芸能発表会
　　　　　※ランプシェード・絵行灯の展示もあります。

　こども劇場たいし三世代ライブ館 
　「音楽で楽しもう」　　
　日　時　９月 28日日　開演 10時 30分～
　場　所　役場議会棟１階議場（シヴィックホール）
　出演者　中西 ターニャさん、玉田 佐津紀さん、朝
　　　　　田 祐子さん
　中西さんのバイオリンと玉田さんのピアノのコラ
ボ・独奏・連弾演奏ほか、絵本「ぐりとぐら」か
ら音楽紙芝居、朝田さんのオカリナ演奏で「みん
なで歌うコーナー」や「体験コーナー」も！盛り
だくさんのコンサートです。皆さんお誘い併せて
楽しいひと時をお過ごしください。

丸尾建築あすかホール
※施設は休館中です

入場無料

☎ 277-1017（社会教育課内）

入場無料

令和７年（2025）９月号 2021

掲示板施設

全国一斉「こどもの人権相談」強化週間
神戸地方法務局人権擁護課

☎ 078-392-1821
　「いじめ」、体罰、児童虐待など、こどもをめぐるさ
まざまな人権問題について、電話相談をお受けします。

●日 時 
　８月 27日水～９月２日火の８時 30分～ 19時
　※土・日曜日は 10時から 17時まで
●相談先　☎ 0120-007-110（全国共通・無料）
●担当者 　人権擁護委員、法務局職員
●内容
　学校における「いじめ」、体罰、児童虐待などこ
どもをめぐるさまざまな人権問題
　※相談は無料で、秘密は厳守します。

NEWS

問  



掲示板施設

公民館ひろば 斑鳩公民館 ☎ 277-4550　太田公民館 ☎ 277-4811
石海公民館 ☎ 277-4511　龍田公民館 ☎ 276-0044斑鳩公民館編

　各公民館において、こどもの居場所づくり【あそびっ子教室】を年２回実施しています。　
　斑鳩公民館の今年のテーマは、『太子町と聖徳太子 ～聖徳太子について調べよう～』です。
　７月１９日土に小学１～３年生を対象とした第１回教室「聖徳太子って何をした人？」を開催し、子どもたち
は歴史資料館の学芸員から聖徳太子についての分かりやすい説明を受けました。
　また、一度に10人の話を聞き分けたという伝説にちなんだ “聖徳太子ゲーム”でみんな大盛り上がり。
斑鳩寺に伝わる重要文化財をモチーフにした紺紙金泥風しおりづくりにも集中。楽しい夏休み初日となりま
した。
　第２回教室については、４月に各小学校を通じて受付をしましたが、定員にまだ余裕があります。希望す
る人は下記までお申し込みください。（定員になり次第、締め切ります）

●第２回教室
日　時　10月26日日 10 時～12時
場　所　斑鳩公民館
対　象　町内在住の小学４～６年生
内　容　「聖徳太子と斑鳩寺
　　　　～聖徳太子についてもっと知ろう～」
講　師　歴史資料館学芸員
定　員　16人（既に申し込み済の人は連絡不要です）
※問合せ・申込みは斑鳩公民館（☎277-4550）まで

南総合センター　☎ 277-1102
　人間の生き方講座
　「ねぇ、知ってた？！聞こえない人のオリンピック
　  がもうすぐ東京で開催されるんだって！」
　日　時　９月４日木９時 30分～
　講　師　平 英司さん（関西学院大学手話言語セン
　　　　　ター客員研究員・元デフリンピック男子
　　　　　バレーチーム通訳）

太田公民館　☎ 277-4811
　終活講座（高齢者等終身サポート）
　日　時　10月９日木 15時～ 16時
　対　象　町内在住、在勤の人
　定　員　20人（先着順）
　講　師　西木 文明さん（一般社団法人ライフエン
　　　　　ディング・ステージあさひ代表理事）
　協　力　みなと銀行網干駅支店
　申込受付　９月６日土～（窓口または電話申込）

石海公民館　☎ 277-4511
　リトミック教室
　日　時　10月５日日 10時～ 12時
　対　象　町内在住の小学生以下の児童とその保護者
　定　員　15人（先着順）
　講　師　平野 礼子さん
　参加費　300 円（おやつ代）
　申込受付　９月２日火～28日日（窓口または電話申込）

　ソープカービング教室
　日　時　10月９日木９時 30分～ 11時 30分
　対　象　町内在住の児童生徒の保護者
　定　員　12人（先着順）
　講　師　林 睦さん
　参加費　800 円（材料費）
　申込受付　９月２日火～28日日（窓口または電話申込）

手話通訳あり・どなたでも聴講できます

社会教育・生涯教育

要申込

要申込・参加費無料

●対象施設
　・地域交流館（　 社会教育課 ☎ 277-1017）
　・創継町民体育館、丸尾建築総合公園陸上競技場・テ
　　ニスコート・町民グラウンド、太田公園グラウンド
　　（　 町民体育館 ☎ 277-4800）
　・丸尾建築総合公園体験学習施設
　　（　 まちづくり課 ☎ 277-5992）
　・丸尾建築あすかホール　※現在休館中
　　（　 文化会館 ☎ 277-1017（社会教育課内））
●利用者登録
　「兵庫県太子町施設予約サイト」にアクセスし、画
　面右上のメニューバーから「新規登録」を選び、

　必要事項を入力して登録を行ってください。
●登録にあたっての注意事項
　・現行の予約システムに登録済の人も、新たに登
録が必要です。

　・利用者登録は各施設共通です。
　・no-replay@spacepad.jp からメールを受信できる
よう、ドメイン受信許可をお願いします。

　※詳細は町ホームページをご確認ください。
　※予約方法などは、広報たいし 10 月号でお知ら
せします。

　公共施設予約システムのリニューアルにより、10月１日よりスマートフォンやパソコンからオンラインで
対象施設の利用予約ができるようになります。オンライン予約では、クレジット決済も利用でき、施設に出
向かずに本予約まで完了します。
　リニューアルに先立ち、９月１日より、オンライン予約を利用するために必要な「利用者登録」の受付を開始します。

10 月１日より一部の公共施設の
オンライン予約受付を開始します

システム利用には「利用者登録」が必要です

問い合わせ
　各施設の問い合わせ先

問

問

問

◀兵庫県太子町
施設予約サイト

要申込

問

◀町ホームページ
10 月 1 日より公共施
設予約システムをリ

ニューアルします

2223 令和７年（2025）９月号

相続前～売却（賃貸）の相談

空き家/空地 対策 ●広報たいし　　●太子町ホームページ

広告募集中
詳細は、企画政策課（☎277-5998）にお問い合わせください。

食料備蓄はじめて BOOK備蓄ノウハウ 55	 髙荷 智也 ● 徳間書店

トイレからはじめる防災ハンドブック	 加藤 篤 ● 学芸出版社

自分で地域で手づくり防災術	  ● 農山漁村文化協会

「サボる」防災で、生きる	 寒川 一 ● 主婦と生活社

プチプラで「地震に強い部屋づくり」	 辻 直美 ● 扶桑社

シニアのための防災手帖	  ● 産業編集センター

いぬとわたしの防災ハンドブック	
いぬの防災を考える会 ● パルコエンタテインメント事業部

子どもの命と未来を守る！「防災」新常識
奥村 奈津美 ● 辰巳出版

10 歳からのくわしくわかる「異常気象」	
 菅井 貴子 ● メイツユニバーサルコンテンツ

図書館 ☎ 277-1580

いざというときに備えて

日 月 火 水 木 金 土

月の開館日
開館時間：10時～18時（金曜日は20時まで開館）

印は休館９ ×

1
8
15
22
29

7
14
21
28

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

移動図書館（木曜日）

９月

11日

10：30～
10：50

米 　 田
公 会 堂

原
太田東地区農村
交流センター

竹 広 南
公 民 館

福 　 地
（三反長）
地 域 内

14：30～
14：50

15：30～
15：50

16：00～
16：20

15：00～
15：20

11：00～
11：20

18日

25日

山　　田
掲示板前

原池団地
公 民 館

塚 　 森
地 域 内

太子ニュー
タ ウ ン
公 民 館

広 　 坂
公 民 館

吉 　 福
公 民 館

上太田
公民館

17 日水、24日水は祝日の振替のため休館。
29日月から 10月６日月は特別整理のため休館。
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町内の小学生約 60人が参加したこの教室では、「本
田冷蔵株式会社 太子工場」（糸井）を見学しました。
同社の本田明良代表取締役社長から、氷ができるま
での流れを直々に説明いただいた後、実際の製氷の
過程を見学しました。アイス缶から巨大な氷が出て
くると、子どもたちから歓声が上がっていました。
また、－ 20℃にもなる冷蔵倉庫の中も見学させて
いただき、その寒さを体験しました。工場見学を通
じて、地元企業について学ぶことができました。

巨 大な氷に涼しさを感じながら
あそびっ子教室「氷の工場へ潜入！」

８月１日（金）

笑 顔とにぎわいであふれる
龍田地区サマーフェスティバル

今年で 40 回目を迎えたこの祭りは、さまざまな
夜店が出店し、多くの家族連れでにぎわうととも
に、ラムネの早飲み競争なども行われ、会場内は
大盛り上がりとなりました。最後は、40回目の節
目と龍田小学校の創立 150 周年を祝って、打ち上
げ花火で締めくくられました。夏の思い出になる
とともに、地域の輪をつなぐ催しとなりました。

い ざという時に備えます
株式会社ベストスタッフと防災協定を締結

８月８日（金）

この度、株式会社ベストスタッフと「災害時等における
福祉避難所の設置運営に関する協定」を締結しました。
この協定は、災害発生時に同社が運営する「障がい者
グループホームゆず」（糸井 291-1）などの施設を高齢
者や障害のある人などの要配慮者の二次的避難所とし
て提供いただくことを定めたもので、町の災害対策の
強化、町民の安全・安心の大きな支えとなるものです。

８月２日（土）

み んなでがんばって、楽しい夏休みに！
夏休みに勉強や宿題をがんばる子どもたちを支援する取組が行われました

７月下旬～８月上旬

平方にある法心寺では、7月下旬に５日間、「て
らこや法心寺」が行われ、参加した子どもたちは、
お寺の本堂の静かで落ち着いた雰囲気の中で宿
題や学習に取り組んでいました。分からないと
ころなどがあれば、元小学校教諭のごえんさん
（住職さん）に質問したり教えてもらったりしな
がら黙々と学習に取り組む姿が印象的でした。
糸井北公民館では、7月下旬から 8月上旬にか
けて、6日間、「夏休み勉強会」が行われました。
また、糸井地区の子どもたちが公民館に集まり、
地元の元小学校・中学校教諭の 4人の先生から
順番に指導やサポートをしてもらいながら、集
中して宿題や勉強に取り組んでいました。
参加した子どもたちに話を聞くと、いずれの場
所でも、「勉強がはかどる」「集中できる」との
声が聞かれました。子どもたちのためにご支援
いただき、ありがとうございました。

◀てらこや法心寺　

▶夏休み勉強会　


